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■地域別課題と取り組み 

・八王子市における住宅施策の体系などを踏まえ、特に市内の特定の地域課題に対応して重点的に取り組むべき施策について、市民委員会での意見を中心に、展開が考えられる地域を抽出した。 

 （１）公的住宅の再生に係る地域（昭和 40～50 年代団地） 

 
 
 
 
 
 
 

  

【各地域の状況】 
・都営住宅長房団地の建て替え事業が推進中である。（重点供給地域としての位置づけあり） 
・UR 館ヶ丘団地は、昭和 50 年入居開始の団地であり、「集約型」の再生事業が位置づけられている。 
【課題】 
・公的住宅団地は極端な高齢化が進んでおり、空き住戸が多くなってきている団地もある（UR 館ヶ丘

など） 
・高齢化等が進むことにより見守りなど地域福祉活動の推進が困難なケースも発生している。 

【重点的な取り組み】 
・公営住宅ストックを活用して、NPO 等の運営によるグループホームなどの整備推進（３－

（１）―③） 
・都営住宅の建て替え事業と市営住宅の再生を連携して効果的な推進を図る。（５－（１）－③） 
・建て替えや再生事業に伴い発生する可能性のある余剰地を、地域課題に対応した効果的な活用を

図る。（５－（１）－④） 

※文中の番号は関連する施策体系(案)の番号 

都営長房北アパート(389 戸) 
都営長房南アパート(722 戸) 
都営長房西アパート(23 戸) 

都営八王子中野町アパート(609 戸) 

館ヶ岡(UR) 

都営八王子高倉町アパート(193 戸) 
都営八王子高倉町第 2 アパート(31 戸)

グリーンヒル寺田(UR) 

都営八王子南大谷アパート(230 戸) 

都営八王子石川町アパート(62 戸) 

都営多摩ニュータウン鹿島団地

(240 戸) 
都営多摩ニュータウン松が谷団地

(390 戸)

都営八王子大和田町アパート(443 戸) 

南原台(UR)(316 戸) 

多摩ニュータウン松が谷 
(404 戸) 

都営大和田七丁目アパート(120 戸) 
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（２）良好な戸建て住宅地の維持・向上に係る地域 
（住環境保全型地区計画指定かつ面積概ね 10ha 以上の戸建て住宅団地 及び 地区まちづくり条例に基づく活動に取り組んでいる戸建て住宅団地） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

めじろ台地区（107ha）

片倉台（54ha） 北野台（70ha）

絹ヶ丘（49ha）

南陽台（35ha）

高尾台（16ha） 

紅葉台（15ha） 

松子舞（9ha） 

グリーンタウン高尾（31ha） 

宝生寺（26ha） 

みつい台（35ha）

清川・太陽地域 

【現況】 
・昭和 30～50 年代に分譲された戸建てを中心とした住宅団地が多くある。 
・それらの団地は、各住宅の敷地規模が大きく、緑豊かな優良な住宅地である。 
・住環境の保全を中心とした地区計画が決定されている住宅地が多い。 
・清川・太陽地域では、八王子地区まちづくり条例に基づく協議会の準備会が活動推進中であ

る。地域住民の参加による公園づくり活動などが進められている。 
【課題】 
・住民の高齢化、空き家の発生などが進んでおり、空き家活用、住民組織等による生活支援策の

推進が検討されている。 

【重点的な取り組み】 
・発生している空き家の活用や高齢者の居住環境の確保、住み替えニーズに対応した支

援策などを推進する（３―（１）―④、３－（１）－①、４－（２）－③） 
・公園づくりを通じた子育てしやすい住環境の整備（３－（２）―①） 

※文中の番号は関連する施策体系(案)の番号 


